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1. 平成31年3月期第3四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第3四半期 9,780 5.6 775 △14.0 771 △13.7 436 △24.3

30年3月期第3四半期 9,264 8.5 901 39.9 893 33.7 576 38.7

（注）包括利益 31年3月期第3四半期　　572百万円 （△8.4％） 30年3月期第3四半期　　624百万円 （49.3％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第3四半期 31.29 ―

30年3月期第3四半期 41.33 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年3月期第3四半期 12,976 8,701 67.1

30年3月期 13,625 8,338 62.2

（参考）自己資本 31年3月期第3四半期 8,701百万円 30年3月期 8,471百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 5.00 ― 10.00 15.00

31年3月期 ― 5.00 ―

31年3月期（予想） 9.00 14.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,300 8.4 1,400 △0.3 1,380 △0.7 850 △7.1 60.94

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期3Q 13,950,000 株 30年3月期 13,950,000 株

② 期末自己株式数 31年3月期3Q 2,062 株 30年3月期 2,057 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期3Q 13,947,941 株 30年3月期3Q 13,948,018 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、【添付資料】３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 
 
（1）経営成績に関する説明 
 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、台風等の相次ぐ自然災害による影響を受
けたものの、政府による経済政策等により企業収益や、雇用情勢の改善を背景に緩やかな回復
基調が継続しました。 
一方で、海外経済の不確実性や、通商問題の影響等、依然として不透明な状況が続いており

ます。 
航空業界では、訪日旅客は過去最高のペースで推移しており、2018 年の訪日外国人旅行者

数は史上初めて 3,000 万人を突破し、国際線の路線開設・増便が進み、需要は堅調に推移して
おります。 
このような状況下における当社業績は、自然災害による影響を受け動力事業が伸び悩んだも

のの、整備事業及び付帯事業セグメントにおいて堅調に推移し、売上高合計は 97 億 80 百万円
と前年同期比５億 15 百万円（5.6％）の増収となりました。 
営業費用につきましては、原油価格の高騰による電気料金の値上げや、外注費及び労務費等

の増加により、90 億５百万円と前年同期比６億 42 百万円（7.7％）の増加となりました。 
以上により、営業利益は７億 75 百万円と前年同期比１億 26 百万円（14.0％）の減益、経常

利益は７億 71 百万円と前年同期比１億 22 百万円（13.7％）の減益、親会社株主に帰属する四
半期純利益は４億 36 百万円と前年同期比１億 40 百万円（24.3％）の減益となりました。 
 
各セグメントの業績は次のとおりです。 
 
① 動力事業 

航空需要拡大に伴い電力供給機会は増加しているものの、一部航空会社において当社
設備の利用率が伸び悩み、自然災害の影響を大きく受けたことにより、売上高は 41 億
24 百万円と前年同期比１百万円の減収となりました。 
セグメント利益は、上記減収に加え、原油価格の高騰による電気料金の値上げや、老

朽機材の整備維持費が増加したこと等により、８億 51 百万円と前年同期比 85 百万円
（9.1％）の減益となりました。 
なお、当期 10 月より中部国際空港において、空港会社と動力設備賃借契約を締結し、

動力事業を開始しました。 
 

② 整備事業 
成田空港において施設設備の別途契約工事の増加や、関西空港において台風 21 号の復

旧作業を含めた別途契約工事が増加したこと等により、売上高は 40 億 80 百万円と前年
同期比４億 21 百万円（11.5％）の増収となりました。 
セグメント利益は、上記増収等により、５億 35 百万円と前年同期比 10 百万円（2.1％）

の増益となりました。 
 

③ 付帯事業 
ドクターベジタブルジャパン(株)の清算に伴い、工場野菜の販売は減少したものの、

セキュリティ事業において、機器の更新工事の受注が増加したこと等により、売上高は
15 億 75 百万円と前年同期比 96 百万円（6.5％）の増収となりました。 
セグメント利益は、工場野菜生産・販売事業の収支改善により、48 百万円と前年同期

比 43 百万円（942.5％）の増益となりました。 
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（単位：百万円） 

 

売上高 セグメント利益 

30 年３月期 

第３四半期 

31 年３月期

第３四半期

前年同期比 

（％） 

30 年３月期

第３四半期

31 年３月期 

第３四半期 

前年同期比

（％） 

 

動力事業 4,126 4,124 100.0 937 851 90.9

整備事業 3,659 4,080 111.5 524 535 102.1

付帯事業 1,479 1,575 106.5 4 48 －

合 計 9,264 9,780 105.6 1,466 1,435 97.9

全社費用*  564 660 116.8

営業利益  901 775 86.0

＊全社費用は、主に報告セグメントに帰属していない一般管理費です。 

 
（2）財政状態に関する説明 

 
（資産） 

流動資産は、前連結会計年度（以下「前期」という）末比６億 40 百万円（9.2％）減少の
63 億３百万円となりました。これは、現金及び預金が７億 82 百万円、受取手形及び営業未収
入金が３億 37 百万円減少し、商品及び製品、仕掛品、原材料及び貯蔵品が２億 93 百万円、前
払費用が 34 百万円増加したこと等によります。 

固定資産は、前期末比９百万円（0.1％）減少の 66 億 72 百万円となりました。これは、主
に投資その他の資産が１億 36 百万円減少し、有形固定資産が１億 33 百万円増加したこと等に
よります。 
この結果、総資産は前期末比６億 49 百万円（4.8％）減少の 129 億 76 百万円となりました。 

 
（負債） 

流動負債・固定負債は、前期末比 10 億 12 百万円（19.2％）減少の 42 億 74 百万円となりま
した。これは、未払法人税等が２億 92 百万円、未払消費税等が 28 百万円、未払金が２億 94
百万円、流動負債・固定負債を合算した借入金が３億 81 百万円減少し、営業未払金が 50 百万
円増加したこと等によります。 
 

（純資産） 
純資産合計は、前期末比３億 62 百万円（4.4％）増加の 87 億１百万円となりました。これ

は、親会社株主に帰属する四半期純利益、期末配当及び中間配当を加減算した結果、利益剰余
金が２億 27 百万円、非支配株主持分が１億 33 百万円増加したこと等によります。 

 
（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明  

 
当第３四半期におきましては、売上、利益ともに計画を下回る結果となりましたが、今後、

先送りの案件及び計画外の案件も取り込む見込みであることから、平成 30 年５月 10 日に発表
しました通期業績予想を変更しておりません。 
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 （継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

 （当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動） 

該当事項はありません。 

なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、第１四半期連結会計期間において、

Airport Ground Power (Thailand) Co.,Ltdを新たに設立したため、連結の範囲に含めており

ます。 

 

 （四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

該当事項はありません。 

 

（会計方針の変更） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

 
Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)   
 
1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
                                    (単位：千円) 

 
 

 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額 
及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

(単位：千円) 

 
（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 動力事業 整備事業 付帯事業 合計 

売上高  

 (1) 外部顧客への売上高 4,126,297 3,659,100 1,479,392 9,264,790

 (2) セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
19,215 7,129 121,605 147,949

計 4,145,512 3,666,229 1,600,997 9,412,740

セグメント利益 937,518 524,582 4,634 1,466,736

利  益 金  額 

報告セグメント計 1,466,736

全社費用（注）          △564,961

 四半期連結損益計算書の営業利益 901,774
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３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

当社グループは、以下の資産グループについて減損損失を計上しました。 
 (単位：千円) 

 
当社グループは、事業用資産については事業セグメントを基礎としてグルーピングを行っ

ております。 

当第３四半期連結累計期間において、付帯事業で使用していた販売システムを既存システ

ムに統合することに伴い、該当資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減損損失

3,789 千円を特別損失に表示しております。減損損失の内訳は、リース工具器具備品 3,789

千円であります。 

なお、処分予定資産の回収可能価額は、使用価値により測定しております。 

 

 
Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年12月31日)   
 
1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
                                    (単位：千円) 

 
 

 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額 
及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

(単位：千円) 

 
（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

   
 

減損損失 

報告セグメント  

合  計 

 動力事業 整備事業 付帯事業 

         ―         ―     3,789       3,789

 動力事業 整備事業 付帯事業 合計 

売上高  

 (1) 外部顧客への売上高 4,124,318 4,080,852 1,575,614 9,780,786

 (2) セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
21,604 370 134,173 156,148

計 4,145,923 4,081,223 1,709,788 9,936,935

セグメント利益 851,868 535,387 48,318 1,435,574

利  益 金  額 

報告セグメント計 1,435,574

全社費用（注） △660,004

 四半期連結損益計算書の営業利益 775,570




